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　『シンドバード物語』は祖本（800年前後。亡失）に直接連なる広本と、そこから枝分か
れした小本の２系統に大きく分けられる。広本はペルシア語（1160年頃と1375年）とトル
コ語などで伝わるが、相互の変化は少ない。小本はシリア語（10世紀）、ギリシア語（11
世紀）、アラビア語（10世紀？から15世紀にかけて。もっとも豊富なヴァリエーションを
伝える）、ヘブライ語２種（13世紀）、ラテン語（1407年）、スペイン語（1253年）で伝わり、
版によってかなりの違いが見られる。ここでは広本の系統で唯一完全な姿で残されている
ザヒーリー・アッサマルカンディーによるペルシア語散文版（ZaS。1160年頃）の所収話
を中心に、必要に応じて小本の系統を完全な形で伝える最古のギリシア語版（Ss。11世紀）
の所収話も参考にしながら、所収話の、今見出せる最古の原型を紹介していくことにしよ
う。『シンドバード物語』からの引用は広本についてはザヒーリー本（ペルシア語散文版）
のフランス語訳（短いものの場合は原典からの拙訳）に拠り、小本についてはギリシア語
版の拙訳に拠ることとする。各所収話のすべての最古の原型が発見されているわけではな
いので、不完全なものとならざるを得ないが、それでも所収話の起源についての新たな知
見が加わることになろう。
　各物語には国際的に通用するラテン語名を付し、語り手をS[indbad]＝シンドバード、
V[izier]＝大臣、C[oncubine]＝愛妾、P[rince]＝王子とし、１Ｖ－１（第１の大臣の語る第
１話）のように記す。仏典を引く場合は該当仏典の『大正新脩大蔵経Taisho Tripitaka』
の巻数とページと段（abc）を記すことにする。仏典の年代等については雄山閣出版『大
蔵経全解説大事典』（平成10年）に拠ることとする。拙訳のＢ・Ｅ・ペリー『シンドバー
ドの書の起源』（未知谷、2001年）に付した類話注に挙げたものには最小限しか触れない
ので、そちらを参照していただきたい。
　広本（ペルシア語版）の枠物語の中で語られる物語数は、７日間の攻防の前にシンドバー
ドの語る３話、第１の大臣の語る１話の計４話、攻防を終えた８日目に王子の語る６話、
愛妾の語る１話、シンドバードの語る３話の計10話で、枠物語全体としては計14話が語ら
れている。シンドバードの語る物語と王子の語る物語はこの枠物語に集中している。７日
間の攻防の間には、１日目に第１の大臣の語る２話、２日目から７日目までは愛妾が各１
話、第２から第７の大臣が各２話ずつの総計20話が語られている。語り手ごとの内訳はシ
2ンドバードが６話、王子が６話、愛妾が７話、７人の大臣が15話である。全体としては34
話の所収話があることになる。ナハシャビー『トゥーティー・ナーメ』第８夜の「シンド
バード物語」は広本に属する版であるが、所収話は例外的に少なく、６ないし７話で、す
べて大臣の語る物語である。
　小本では、アラビア語による『百一話物語』所収の「シンドバード物語」において、７
日間の攻防の前にシンドバードが１話を語っているのを例外として、攻防の前の所収話は
ない。攻防を終えた８日目にはギリシア語版で王子が４話、シンドバードが１話、愛妾が
１話の計６話を語っているのが最多で、その他の版では０話から５話の間で推移している。
７日間の攻防の間には、だいたいにおいて１日目と７日目に大臣が各２話、２日目から６
日目に愛妾が１話、各大臣が２話ずつを語っているのが普通であるが、『アラビアン・ナ
イト』所収の「シンドバード物語」は必ずしもそうなってはいない。総計では20から27話
の間である。
　では、その中のいくつかについて、その泉源を探っていくことにしよう。
１）　「狐と猿vulpes et simia」Ｓ－１
　この物語は広本において、王子の教育係を選ぶ過程でシンドバードが語る第１話である。
王子の教育者としてシンドバードが適任であると皆が言うのに対して、自分はおだてられ
て王になることを承知した猿とは違うと言って語る物語であり、へつらいに耳を貸す者は
破滅するというのがその趣旨である。広本にしか含まれていない。ザヒーリー本から要約
して紹介しよう。
　道で魚を見つけた狐が、海でも川でも魚屋の前でもないのにおかしいと思い、その
まま通り過ぎる。やがて猿と出会った狐は一計を案じ、すべての動物たちから派遣さ
れてきたと前置きして、これまで王であったライオンは横暴で残忍なのでその王位を
剝奪し、公正で思慮深いあなたに権力を委ねることとした、承知してくれるなら一緒
に来てほしいと言う。心を動かされた猿はついて行く。やがて例の魚のある場所に近
づくと、狐は祈りを捧げるかのように腕を広げてアッラーに向かい、私たちの選択を
良しと思われるなら、あっと驚く印をお示しくださいと言う。さらに何歩か進むと二
頭の目に魚が飛び込んでくる。祈りが聞き届けられたのだ、これはあなたにこそふさ
わしい、と狐が言うと、すっかり調子に乗った猿が魚に手を出す。その瞬間、罠が猿
の足を締めつけ、魚は罠からはずれる。狐はその魚を横取りして食い始める。猿が、
おれを囚われのままにしておくとは何事だと腹を立てると、狐は、桎梏とか牢獄といっ
たものは王に係わることではありませんか？　食い物の関心は臣下のものです、と言う。
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　この物語のこれまで知られている最古の類話は『イソップ寓話集』81に見られる。岩波
文庫版の中務哲郎訳（1999年）を引用させていただくことにする。
81　王に選ばれた猿と狐
　物言わぬ動物たちの集まりで、猿が人気者になり、王に選ばれた。狐がこれを妬んで、
罠に仕かけた肉を見つけたのを幸い、猿を連れて行くと、宝物を発見したが我がものと
はせず、王家への納め物として守っておりました、と言って、手に取るよう勧めた。猿
はうかうかと近づいて行き、罠にかかってしまった。さては嵌めおったか、と狐を詰っ
たところ、狐の言うには、
　「お猿さん、あんたはその程度の分別で、物言わぬ動物たちの王様なのかね」
このように、不用意に事を企てる者は、失敗しておまけに笑われるのだ。
　この『イソップ寓話集』81が「狐と猿vulpes et simia」の原型であることに異論はない
であろう。これはアウクスブルク校訂本に含まれている寓話で、それを記すミュンヒェン
写本564の祖本は１、２世紀にさかのぼると考えられるという。西から東へと伝わっていっ
た物語であると考えてよいであろう。次のような断片がＷ・Ｂ・ヘニングによって紹介さ
れている。
　「……われらの王としてふさわしいのは誰でありましょうか？　あなたをおいてほ
かにはありません！　動物たちは皆、あなたさまをわれらの紛れもない王として承認
し、あなたが王であると宣言しております。あなたさまの体が半ばは人、半ばは動物
に似ておられるからです。さあ、すぐさま出向いて玉座におすわりになり、動物たち
の王となってくださいませ」。
　愚かな猿は立ち上がり、狐とともに進んで行った。［罠？］に近づいたとき、［狐］
は振り返って［猿］にこう言った、「幸運が……われらに訪れました。目の前にすば
らしいものがございますぞ。……しかし、すべてはあなたさまのために差し出され、
用意されたものでございますから、王のように御存分にお食べになってください。さ
あ、面倒だなどとはお思いにならず、この［枠］を手にお取りください」。
　愚かな猿はその言葉を聞くや、うれしくなって……
　ソグド人マニ教徒が残したソグド語による断片である。トルキスタンで発見されたもの
であるが、ソグド人の本拠地であるソグディアナでは、現タジキスタンのペンジケントで
イソップ物語や『パンチャタントラ』に取材した壁画が確認されている。ソグド人は商人
集団であり、ユーラシア大陸を股にかけて活躍し、西から東へ、また東から西へと物語を
4も運んだとされている。この「狐と猿vulpes et simia」もそのひとつであったのであろう。
ソグド語はペルシア語と同系の言語であり、ソグド語に翻訳されたものはすぐにペルシア
に広まって行ったであろうと思われる。
　この物語は『アラビアン・ナイト』149夜「狼と狐の物語」にもあり、昔話としても伝
承されている。シーラーズィー『イランの民話』16「狐と狼」があるが、竹原新『イラン
の口承文芸』８「狼と狐」（溪水社、2001）で著者が採集したものを読むことができる。
２）　「象elephantus」Ｓ－３
　前話から２年が経過し、王子の最初の教育に失敗したシンドバードが王に責められると、
今の私の立場はある象使いに似ている、もし両手・両足・舌・耳・目に王がいるとすれば
それは心である、心が何も学ぼうとしなければ体のすべても何も学ぶことはないと弁明し
てシンドバードが語る第３の物語である。小本ではアラビア語による『百一夜物語』所収
の「王と七人の大臣の物語」のみに含まれている。『百一夜物語』所収の版は基本的に小
本であるが、この物語を広本から採り入れたと思われる。ペルシア語版から紹介しよう。
　カシュミール王の宮廷付きの猟師たちが一頭の堂々とした見事な野生象を捕える。
その象に心を奪われた王は象使いの長に託して、攻撃と退却、行進と停止の決まりを
教え、王にふさわしい乗り物にせよと命じる。三年後、調教の具合を調べようとして
王が象に乗ると、いきなり象は走り出し、夜明けから日暮れまで駆け続ける。王は呆
然としながら象にしがみついている。やがて空腹を覚えた象は宮廷に戻る。憤怒に駆
られた王が象使いの長を象たちに踏み殺させよと命じると、象使いはすべてを象に教
え込んだので、それを見届けて頂きたいと願い出る。鎖を解かれた象使いは象に乗り、
一方には草を、他方には真っ赤に焼けた鉄を置かせる。飢えた象が草の方に鼻を伸ば
すと、象使いは鉄をつかめと命じる。象が鉄に触れる寸前に象使いは、やめろ、その
上に脚を乗せろと命じる。象がそうしようとすると、またもや象使いはそれをやめさ
せ、王さまに御辞儀をしろと命じる。象が王の前で御辞儀をすると、象使いは象から
降り、地面に口づけをして、ご覧のように調教はできましたが、その心と生まれつき
の素質は私の目には隠されていて、調教することができなかったのです、と言う。そ
の弁明を聞き入れた王は象使いに特赦を与える。
　『百一夜物語』では、幼い象が調教され、暴走ののち象舎を思い出して戻り、白熱した
鉄塊をつかめ、投げろ（蹴ろ？）と命じるが、やはり象が鉄塊に触れる寸前にやめさせる。
王に御辞儀をする場面はない。
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　この物語の原型は仏典に求めることができる。もっともよく類似しているのは『根本説
一切有部毘奈耶薬事』巻15（義浄訳、713年没。大正蔵24、72c~73a）の光明王にまつわ
る話である。要約して紹介しよう。
　光明王が見事な象を持っており、調教を調象人に命じる。調教が終わると王は調象
人とともに象に乗り、狩りに出る。ところが象は母象の匂いに気づき、疾走し始める。
王は死を覚悟する。象をとめられない調象人は王に、木のそばを通ったときに枝をつ
かんで逃れるほかないと言う。王が、なぜ調教が終わっていないのに象に乗せたのだ
と詰問すると、調象人は、調教は終わったが、母象に会ったためにこうなってしまっ
た、七日経ったら戻ってくると応える。象が戻ってくると、王は再び調象人を責めるが、
調象人は調教が終わっていることを見てほしいと言って、鉄丸を真っ赤に焼いて象の
前に置き、それを食えと命じる。象がそれを呑み込もうとすると、調象人はそれをや
めさせ、体を調伏することはできたが、心を調えることはできなかったのだと言う。
　最後の調象人の言葉は、王に責められて弁解するシンドバードの言葉とも一致している。
『薬事』では、心を整えられるのは仏陀だけだという話が続くのであるが、今は省く。『大
荘厳論経』巻９・53（２世紀頃。鳩摩羅什訳、413年没。大正蔵４、306c~307a）にもほ
ぼ同じ物語があり、調象人が象を探し求めて連れ帰り、やはり、心を調教することはでき
なかったと語る。『賢愚経』21（445年。大正蔵４、372a~c）と49（421b~c）の２話では、
象は灼熱した鉄丸を呑み込んで死んでいる。以上の４例、いずれも光明王にまつわる話で
ある点が共通している。インドでは象の調教は古くから行なわれており、見事に象の調教
をやり遂げたという話が『薬事』巻10（46b~c）、『中阿含経』巻14（紀元前３世紀～紀元
後１世紀。398年漢訳。大正蔵１、512b~c）と巻52（757c~758a）、『雑阿含経』巻24（紀
元前３世紀～紀元後５世紀。求那跋陀羅訳、468年没。大正蔵２、194b~c）などにあり、『薬
事』巻10と『中阿含経』巻52には馬の調教の話が付随している。
３）　「猿の王rex simiarum」１Ｖ－１
　前話からさらに半年後、教育を終えて宮廷に戻った沈黙の王子が愛妾に讒言され、王が
王子の処刑を決めたということを聞いた７人の大臣たちが、もし王子が無実であったら大
変なことになると協議するなか、最年長の第１の大臣が、もし諫言しなければあの猿たち
と同じ目に遭うことになってしまうと言って語る。広本のみの、次のような物語である。
6　ハマダーンの周辺の山々にたくさんの猿が棲みついており、ルーズベフという名の
頭領が支配している。ある日、岩山から町を見ていたルーズベフは雄羊が女と取っ組
み合いをしているのを目にする。大きな災いを予告していると察したルーズベフは他
の土地に移ることを告げ、取り合おうとしない雄猿たちを残し、女子供を集めて去っ
ていく。雄猿たちは別の頭領を選ぶ。ある日、例の雄羊が女を角で突くと、女は石で
羊の頭を叩き、羊は失神する。やがて気づいた羊は恨みに思い、女が壁のそばにいる
のを見て突進する。女はたまたま燃えさしを持っていたのでそれで羊を叩くと、羊の
毛に火が燃え移る。羊は象のいる囲い地に走り込み、火を消そうとして葦の束のとこ
ろで転げ回る。火は葦に燃え移って囲い地全体に広がり、象が焼死したり、やけどを
負ったりする。知らせを受けた王が象使いに対策を尋ねると、象使いは、やけどを治
すには毎日雄猿の脂肪を塗る必要があると答える。王の命により猿狩りが始まると、
途方に暮れた雄猿たちは、こんなふうに殺されるいわれはないと言いながらも、長老
の言うことを蔑ろにしたのだから、もっと酷い目に遭っても当然なのだと観念する。
　この物語の原型もやはり仏典に求めることができる。『根本説一切有部毘奈耶破僧事』
巻20（義浄訳、713年没。大正蔵24、201a；Chavannes, No. 387）が最も詳細に語っている。
仏陀が僧たちに語った話ということになっている。あらすじを記そう。
　昔、広野に村があり、果実をつける樹木が繁茂している。近くに500頭ずつの猴の
群れが２つあり、それぞれに王がいた。一方の王が、配下の猴とともに沸騰した大鍋
に投げ入れられる夢を見て身の毛がよだつほどに驚愕する。夢から覚めるや皆を集
めて夢の話をし、「今見た夢はいい夢ではない。この住まいを捨てて、よそに移るに
こしたことはない」と言う。猴たちは、「大王のおっしゃる通り、急いでここを離れ
ることにしましょう」と言う。（中略）王はもう一方の群れの王を呼んで、こういう
夢を見たから、別の住まいに移るべきだと告げる。その王は、「夢に見たことなど信
じるに足りない。去りたいのであれば去るがいい。私はここでのんびりと暮せるから、
ここを去るつもりはない」と応える。夢を見た王は配下の猴たちを連れてよそに移っ
て行く。しばらくのちのこと、村の召使い女が麦を炒っていると、そこへ羊がやって
来て麦を食おうとした。女が火のついた木で羊を打つと、その火が羊の毛に燃え移り、
羊は王家の象舎に逃げ込む。象舎には干し草がたくさんあり、羊が振るい落とした火
が草に燃え移って象舎が焼け、多くの象が火に焼かれてしまう。象舎の番人がその
ことを王に告げると、王はただちに医者を呼んで、大急ぎで治療法を考えろと命じる。
そのとき医者は、「日頃、たくさんの猴のせいで田畑が損害を受けている。願っても
ないチャンスだから、あいつらに仕返しをしてやろう」と思い、王には、「やけどし
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た象には猴の脂を塗れば傷が癒えるでしょう」と進言。王はただちに、猴の脂を手に
入れろと群臣に命じる。群臣は猟師たちを呼びつけて、猴狩りを命じる。猟師たちは、
夢の話を信じなかった猴王とその配下の猴たちを捕縛して王のもとに連れて来る。か
ねてから恨みを抱いていた医者は、猴たちを活きながら煮えたぎる大鍋に投げ込む。
　「猿の王rex simiarum」と比べると、群れが２つあること、羊は女が炒っている麦を食
いにくること、象使いではなく医者が登場して恨みを晴らすことなどの違いがあるが、必
要なモチーフはすべて含まれていると言っていい。これが原型であることに問題はないで
あろう。この物語は簡略なものが『雑宝蔵経』の最終話121「婢共羊闘縁」（２世紀以降。
472年漢訳。大正蔵４、巻10；Julien, No. 33；Chavannes, No. 422）、『菩薩本行経』巻中（317
～413年に漢訳。大正蔵３、115a~b）にある。『雑宝蔵経』の最終話には翻訳がある（平
凡社中国古典文学大系60『仏教文学集』の古田和弘訳）。
　『雑宝蔵経』では猿の王は登場せず、移住のモチーフも、象がやけどを負うモチーフも
ないが、編者の意図により伝承を変えるということはあったはずで、これを類話と認める
ことに問題はないであろう。『雑宝蔵経』は、原典は散逸して不明であるが、北魏の吉迦
夜と曇曜による漢訳が残されている。『破僧事』と『雑宝蔵経』の話には既述のようにシャ
ヴァンヌ訳があるが、シンドバード物語との係わりは指摘されていない。
　『菩薩本行経』のほうには、羊が象舎に逃げ込んで、象がやけどをし、猴の脂を塗った
ことも記されている。南方熊楠は『十二支考』「羊に関する民俗と伝説」（岩波文庫、1994
年）で、象厩に猴を畜
か
えば象を息災にするという俗信があったと書いている。
　この物語には『獼猴與婢共戯致変経』という単経（亡失）があったことが『経律異相』（宝
唱編、516年、大正蔵53）巻47（252c）から分かる。原文のまま引用しておこう。
獼猴與婢共戯六
　昔有国王有一獼猴。與婢共戯數數不止。有一梵志謂王。當別此婢與獼猴。王曰。何所
能諧而令別離乎。後婢持飯器幷大杖從外來。獼猴走來牽婢。婢瞋以足排杖撾。獼猴墮火
燒其毛衣。奔走入［草冠＋積］薪中。燃及屋舍宮殿。寶藏悉成灰燼。王方悟梵志之言也。
　概略のみを記したものと思われる。ここでは召使い女に戯れるのは羊ではなく猴であり、
それを見たバラモンが猴と女を分けるほうがいい王に進言し、火のついた猴から宮殿に延
焼することになっている。象は出てこないし、従って猴の脂のことも出てこないが、これ
も類話と見ていい。経録を見ると、この単経は９世紀ころまではまだ存在していたようで
あり、失われてしまったことが惜しまれる。しかし、単経の存在からも、この物語が広く
知られていたものであったことが分かる。
8　『破僧事』と同じ話がシーフナー『チベットの物語』43（医者の日頃の恨みには触れて
いない）にある。小本『パンチャタントラ』５・10「猿の敵討ち」にもある。王の息子た
ちが猿が好きで猿の群れを養っている。あるとき猿の首長が、羊が王宮の台所に侵入して
料理人に叩かれているのを見て、不吉な未来を予感し、猴たちを集めて、王宮を捨てて森
に行こうと言うと、猿たちは馬鹿にする。首長はひとり王宮を去る。ある日、料理人が火
のついた薪で羊を打ち、火達磨になった羊は馬小屋に逃げ込み、延焼して馬がやけどをす
る。馬のやけどには猿の脂肪が効くとの医者の助言に従って、王は猿を殺すよう命じると
いう話である。
　ここでは猿は王宮で飼われているので、南方が指摘している俗信と関わりがあるかも
しれない。猿の首長が現実の光景を見て移住したほうがいいと判断する点は「猿の王rex 
simiarum」と近いが、召使い女ではなく料理人であり、やけどをするのは象ではなく馬
になっている。このあと『パンチャタントラ』の話ではそのタイトルの通り、一族を殺し
た王への復讐譚が続く。「原パンチャタントラ」は失われたが、現存最古の『タントラ・アー
キヤーイカ』（300年頃）にはこの物語は含まれていない。『パンチャタントラ』の小本の
成立は900～1100年の間、広本（プールナバドラ作。５・８）は1199年とされているので、
仏典のほうが古いと考えられる。『ヒトーパデーシャ』（ナーラーヤナ。900～950年の間）
にはこの話は含まれていない。
　『ジャータカ』（紀元前３世紀頃～紀元後６世紀頃）404「猿前生物語」も類話のひとつ
である。これも南方の指摘する俗信と関係があるかもしれない。王の遊園に500頭の猿の
群れがふたつあり、それぞれに王がいる。ある日、司祭が遊園に入ろうとしたとき、門の
上にすわっていた猿が司祭の頭上に糞をし、見上げた司祭の口の中にも糞を落とす。司祭
は猿を脅す。それを聞いた１匹の王は、猿たちにここを去るよう申し渡して去るが、もう
１匹の王は留まる。ある日、米蔵の女召使いが広げておいた米を１匹の山羊が食べたので、
松明で打つ。火のついた山羊は象小屋の近くの草小屋に体をこすりつけたので、小屋が燃
え、象小屋にも延焼して、象たちの背中が焼ける。治療法を王から相談された司祭は猿の
脂肪を塗るよう進言し、遊園に残った猿たちが殺される。
　もうひとつ、『ジャータカ』140「カラス前生物語」。これは404「猿前生物語」とよく似
ている。猿の代わりにカラスが司祭の頭上に糞をするほかはほぼ同じ展開だが、いくらカ
ラスを殺しても脂肪が取れないのであちこちに死体の山ができる。もう少し続きがあるが、
今関係のあるのはここまでである。広く伝承されていた説話であることは間違いない。
　『六度集経』６・61（康僧会訳、280年没。大正蔵３、33c~34a）も類話である。深山に
住む２匹の亀王が、蝘
や も り
蜒が木に登っては落ちることを繰り返しているのを見る。１匹の王
は災難が振りかかる前兆と判断して従者たちとともに去るが、もう１匹の王は馬鹿にして
その地にとどまる。10日後、山にやって来た象王の耳の中にやもりが落ちたのを契機に、
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象たちが驚いて亀を踏み殺す。踏み殺された亀王は、去って行った亀王を逆恨みする。
　「猿の王rex simiarum」を語ったあと、第１の大臣はすぐさま死刑執行人のところへ行っ
て、改めて命令があるまで執行を待てと命じ、その足で王を訪れ、王子の処刑を撤回させ
るべく物語を始める。翌日、愛妾が王子を処刑させるべく王に物語を語る。愛妾と大臣と
の７日間に亘る攻防が始まるわけである。大臣が語る物語は１話目が早まったことをして
はならないと諌める話、２話目が女たちの策略には気をつけなければならないという話
で、王子の処刑を中止させるために語られる。処刑中止を知った愛妾は２日目から毎日１
話ずつ、男や息子や大臣には気をつけろという内容の物語を語って王子の処刑を決断させ
る。主旨さえ合っていれば差し替えは基本的に自由なので、各国に伝播するうちにさまざ
まな物語が採り入れられることになった。ここでも最古の２本について原型を指摘する。
４）　「剣gladius」１Ｖ－３
　この物語は広本であるペルシア語版では７日間の攻防の１日目に第１の大臣が語る第２
話であるが、第１の大臣は攻防の始まる前に他の６人の大臣に向かって、王子を救うため
に王に物語をしようを提案して「猿の王rex simiarum」を語っているので、それを含める
と第３話目になる。ペルシア語版からの要約を記そう。
　オクソスの辺境に兵士がおり、美しい愛人がいる。兵士には妖精のような顔の召使
いがいて、家に来てくれという愛人宛ての伝言を託す。召使いに心を奪われた愛人は
彼を招き入れる。兵士は片づけをして愛人の到着を待っているが、その間、召使いと
愛人は快楽のひとときを過ごす。待ちきれなくなった兵士は偃月刀を手に愛人の家に
行き、ドアを叩く。破滅を恐れる召使いを女は小部屋に隠して、ドアを開ける。召使
いが来なかったかという問いに、来なかった、もし来ていたらすぐにあなたの家に行っ
たわ、と女は言う。二人がベッドに入って戯れ始めたとき、女の夫が帰ってくる。総
督に知られたら罰せられるという兵士に、刀を抜いて、怒り狂いながら出ていってく
れと女が言う。兵士は言われた通り、脅し文句を口にしながら出ていく。当惑する夫
に妻は、暴漢に追われているからかくまってほしいと言って若者が逃げ込んできたの
で、小部屋に隠してやって、追って来た男には、誰も来なかったと言い続けたら、罵
詈雑言を吐いて出て行ったのよ、と説明する。夫は若者をやさしくもてなし、君は私
たちの息子で、私たちは君の親代わりになってやるから、たびたび会いに来なさいと
言う。若者は感謝する。
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　ギリシア語版では第２の大臣の語る第２話になっており、男は王の親衛兵で、愛人の家
に行きたいので夫が留守かどうかを調べに召使いを行かせる。夫は男が立ち去ったことを
確認すると、召使いを小部屋から出して、安心して帰りなさいと言い、妻には、良いこと
をしたと言う。
　ここに紹介した２話とも愛人は２人であり、東洋系のすべての「シンドバード物語」で
も同様に愛人は２人である。妻が情人といるところへ思いがけず夫が帰ってくる。妻はど
う切り抜けるか。その方法いかんによってさまざまなヴァリエーションが生まれるわけで
あるが、まずは『韓非子』内儲説下六微第三十一の九から、末尾で連続して語られる２話
を金谷治訳（岩波文庫、1994年）でお読みいただこう。
　（五）燕の人が、気がおかしくなったわけでもないのに、わざと犬の糞を浴びせか
けられたという話。燕の人の妻が若い男と密通していた。その夫がいつもより早く外
から帰ってくると、ちょうど若い男が出ていった。夫は「どこの客だ」とたずねたが、
その妻は「お客などありません」と答えた。召使いたちにたずねたが、召使いたちも
「お客はありません」と言って、まるで一人の口から出るように一致した。その妻は「あ
なた、気が変になったのですよ」と言って、そこで〔魔よけのために〕犬の糞を浴び
せかけた。
　別の話ではこうある。燕の人である李季は遠くへ旅に出ることを好んだ。そこでそ
の妻はこっそり若い男と通じていた。李が突然に帰宅したとき、その若い男が寝室の
中にいたので、妻は青くなった。召使いの女が言った、「あのお方に、裸になってさ
んばら髪で、まっしぐらに門から飛び出してもらいなさい。わたくしどもは見えなかっ
たふりをしましょう」。そこで、その若い男は計略どおりに突っ走って門を出た。李
季は「あれは何ものだ」とたずねたが、家じゅうの者はみな「何もおりません」と答
えた。李季が「わたしは幽霊を見たのかな」と言うと、女ども「そうです」。「〔変な
ものに取りつかれたようだが、〕どうしたらよかろうか」。「五牲の糞を集めて体に浴
びることです」。李季は「よし」と言って、そこで糞を浴びた。一説では、蘭の湯を
浴びたのだという。
　五牲とは生け贄の家畜で牛羊豚犬鶏のことであるという。この話の主旨は、「とりつい
た魔性を除くために糞尿を浴びせる風習」（語釈による）があったことにあるのかもしれ
ないが、今はそれに先立つ部分に注目しよう。この２つの話で特徴的なのは愛人が１人で
あることと、妻の味方をする召使いたちがいることである。
　『ジャータカ』199「資産家前生物語」は、夫の留守中に村長と浮気、夫の帰宅に気づい
た妻が村長に、肉の代金を請求する振りをしてくれと頼むが、支払期限がまだ来ていない
11
『シンドバード物語』所収話の泉源
のに変だと思った夫が浮気に気づき、２人を殴りつけるという話であり、妻の立場から見
れば、策略失敗ということになる。
　韓非子の没年は紀元前233年で、この種の話としては今のところ最古のものであり、「剣
gladius」の遠い原型とみなすことはできよう。韓非子の記したこの話が、のちに西に伝わっ
ていったものと思われる。これが「剣gladius」に発展したとすれば、愛人１人の版がま
ず生じるのが自然かもしれない。事実、愛人１人版（召使いを欠く）も存在しており、代
表的なのはペトルス・アルフォンシ『知恵の教え』（11世紀初頭。拙訳、溪水社、平成６年）
例話11や『鸚鵡七十話』（７～12世紀。田中於菟弥訳、平凡社東洋文庫、昭和38年）広本
20である。いつ、どこで愛人が二人になったのかは分からない。妻に協力する召使いがい
るよりもいないほうが、さらには男のほうに召使いがいて彼も妻の愛人となり、二人の愛
人を夫から守る手段を妻一人に考えさせるという展開のほうが、女たちの策略を王に理解
させようとする大臣の語る物語としては、よりふさわしいと言える。
　愛人１人版のほうが古いと思われるが、いつ、どこで剣を手にするようになり、また愛
人２人版が生まれたのか、１人版と２人版がどのように伝播して「シンドバード物語」や『知
恵の教え』に流れ込んでいったのか、さらには２人版がいかなる経路を経て18世紀の壱岐
島で記録されるに至ったのか（父と息子。剣ではなく杖。吉野秀政『神国愚童随筆』12「可
笑」２「壹州鯨伏村の」）など、未解決の多くの謎が残されている。
５）　「パンpanes」５Ｖ－１
　５日目に第５の大臣が語る第１話である。ペルシア語版から要約でお読みいただこう。
　食に目のない商人が世界中を回って莫大な財産を手に入れる。ある町に到着した彼は、
飲食街を見て回り、ある店の前で清潔な身なりの女奴隷が極上の小麦と油と蜂蜜で作っ
たパンを売っているのを目にする。そのパンを見た商人は気に入って、宿に帰ると女中
に場所を教えて、パンを買ってくるよう命じ、毎日買ってやるから他の者には売らない
でくれと頼むよう言いつける。長いこと商人はそのパンを食べ続けるが、ある日、売り
娘の姿が見えなくなる。商人は女中に売り娘を捜して、見つけたら連れて来てくれと頼
む。パンを売るのをなぜやめてしまったのかと尋ねられた売り娘はこう語る。主人の足
に腫れ物ができ、医者に診せたら、極上の小麦粉と蜂蜜でパン生地を作って、毎日それ
を傷に貼りつけなさい、そうすれば膿が出て傷が少しずつふさがるからと言われた。は
がしたパン生地に私が小麦粉と油を少し足して焼いて売っていたのだが、二カ月して
治ったのでもうパンを作る必要もなくなったのだと。その話を聞いた商人は、アッラー
が私をお前に会わせず、パンを買わずに済むようにしてくださっていたらと言うや、た
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ちまち下痢と吐き気に襲われ、長いこと苦しむ。彼はそのことを忘れようとしても忘れ
ることができない。
　ギリシア語版では第２の大臣の第１の物語である。ある町に着いた商人が召使いを市場
に行かせる。召使いは少女から２つのきれいなパンを買ってくる。のちの少女の説明によ
ると、奥さまが背中に怪我をし、医者に、小麦粉とバターと蜂蜜を混ぜてこねたものを傷
に貼れと言われた。はがして捨てられたものを私が拾って焼いたとのこと。それを聞いた
商人は、耐え難い忌わしさに襲われ、口や手なら洗えばいいが、腹の中はどうやって清め
ればいいのだと言う。
　この物語の原型は『大智度論』巻23（龍樹、250年頃没。鳩摩羅什訳、413年没。大正蔵
25、231c）にある。『大智度論の物語』から渡辺章悟訳を引用させていただく。
207　白い餅を食べて浄法を破った婆羅門
　一人の婆羅門が浄潔の法を実践し、ある理由があって不浄国に到り、自ら思いまし
た、「私はどうしたらこの不浄から免れることができるのだろうか？　ただ乾食（粗
末な食事、干した食べ物）を食べ続ければ、清浄になれるのだろうか」と。
　一人の老婆が白髄餅を売っているのを見て、〔次のように〕語りかけました、「我は
因縁があってここに百日間住んでいます。常にこの餅を作って〔私に〕持ってきてく
ださい。そうすれば多くの価値がありますよ」。老母は毎日餅を作って〔婆羅門に〕持っ
ていきました。婆羅門はこれに貪著して、飽食し、歓喜しました。老母は初めのうち
は白く清らかに餅を作りましたが、後になると次第に無色になり、味もなくなりまし
た。そこで婆羅門は老母に質問しました、「どうしてこうなったのですか？」
　〔老〕母が言いました、「瘡
そう
癰
よう
（できもの）が治ったからです」。
婆羅門が尋ねました、「その言葉はどういう意味ですか」。
　〔老〕母が言いました、「私の大家の婦人は陰部に癰（できもの）ができました。そ
のできものに麵
め ん そ
酥や甘草（漢方薬）をつけると、できものが熟して膿がでて、これに
酥
そ へ い
餅を和合し、毎日このようにしていたのです。これで餅を作って汝に与えていまし
た。この餅を〔汝は〕好んだのです。今や夫人のできものは治りました。私はこれか
ら何処で〔原料のできもの〕を求めるべきでしょうか」と。
　婆羅門はこの言葉を聞いて、両方の拳で頭を殴り、胸を叩いて嘔吐し、「私はどう
したらよいのか、この浄法を破壊してしまいました。もう〔この行を〕終わりにしよ
う」といって、縁事を棄
き し ゃ
捨して、本国に還ってしまいました。
　細部に違いはあるが、これが原型であることに何の異論もないであろう。膿の出がなく
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なるにつれて味が薄くなっていったというところが面白い。膿はイスラーム教で定められ
た不浄物のひとつであり、不浄物は焼いても浄物になることはできない。もっとも膿が材
料のひとつであったと知れば、誰でも嫌悪感を抱くことであろう。この物語は「シンドバー
ド物語」の多くの版に含まれているが、それ以外にあまり類話は見当たらない。今のとこ
ろはＨ・シュヴァルツバウム『ユダヤと世界のフォークロア』№351しか管見に入ってい
ない。シンドバード物語の中世スペイン語版にも、ヘブライ語版のひとつのラテン語訳に
もこの物語は含まれているが、ヨーロッパにはこの類話は見出されない。『大智度論』に
あるので日本でも発見されて良さそうだが、今のところは見当たらない。
６）　「毒入りミルクlac venenatum」Ｐ－１
　８日目に沈黙の解けた王子の語る第１話であり、ギリシア語版でも同様である。師であ
るシンドバードの教育の成果が王子の語る物語によって明らかになっていく。攻防の７日
間に、もし王子が命を落としていたらその責任は誰にあるのかと王が問うと、居並ぶ者た
ちがそれぞれに意見を述べる。王子が発言の許しを求め、今回のこととよく似た話がある
と言って物語る。ペルシア語版からの翻訳で紹介しよう。
　何百年も昔のこと、信心深い村長がいたそうです。ある日、皆に集まってもらって
宴会を開こうとし、仲の良い友人や誠実な仲間たちにふさわしいように、習慣に従っ
てあらゆる努力を払いました。そういうわけでミルクを買いに女中を市場に行かせた
のです。女中はお金を払ってミルクを買うと、ミルクの入った容器を、蓋をしないま
ま頭の上に乗せて帰途に就きました。神の定めのままに、くちばしに蛇をくわえたコ
ウノトリが容器の上空を飛んで行きました。そのとき、毒蛇の口から猛毒の滴が数滴
ミルクの中に落ちたのですが、誰もそのことに気づきませんでした。女中はミルクを
台所に運び、それを使って米を料理しました。何種類もの料理が客の前に出されて食
されたのですが、お米の料理が運ばれてきて、それを一口でも食べたものは、ひとり
残らずたちまちのうちに命を落としてしまったのです。
　ギリシア語版では、ミルクはそのまま飲むために買いに行かされ、蛇をつかんで上空を
飛ぶのはトビで、ミルクの入った壺に舞い降りることになっている。このほうが毒蛇の毒
が壺に入りやすいと思ったのかもしれないが、蛇をつかんだトビにはそれなりの重さがあ
るであろうから、それが壺に舞い降りたのに気づかないのはなぜかという別の疑問が出て
くる。いずれにしろミルクを飲んだ者たちは全員があっという間もなく死んでしまう。
　この物語の原型をＢ・Ｅ・ペリーは『シンドバードの書の起源』（拙訳147～148ページ）
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において、アイリアノス『動物の特性について』17・37だと言っている。紀元前６世紀の
ステーシコロスの詩が典拠とされている話である。ペリーによる要約で紹介しよう。
　収穫をしていて喉が渇いた16人の男たちが、その中のひとりである召使いに泉まで水
を汲みに行かせた。そこに着いた召使いは鷲が蛇にとぐろ巻きにされてもがいているの
を見つけ、蛇を殺して鷲を助けてやった。そのとき蛇が毒液を泉に垂らしたのだが、男
はそれに気づかなかった。彼が収穫の仲間たちのところへ持ち帰った水には毒が入って
いたのだ。他の者たちに分け与えてから彼がその水を飲もうとすると、鷲が恩返しにと
舞い降りてきて、コップを彼の手から叩き落とした。びっくりした男があたりを見回す
と、毒水にあたった仲間たちが断末魔の苦しみにあえいでいた。彼には鷲が命を救って
くれたのだということが分かった。
　アイリアノスは２世紀後半から３世紀にかけての人である。この話が原型だと言われる
と、そうかもしれないが、この話で言いたいことは命を助けてくれた動物の恩返しなので
はないかと思えてならない。ペリーはすぐ続けて、「この物語を凝縮したものがアプトニ
オス（４～５世紀）の寓話の中にある」と記している。その寓話とは『イソップ寓話集』
395である。再び中務哲郎訳をお借りしよう。
395　蛇と鷲
　鷲と蛇の寓話、親切な行いの口火を切るよう勧める。
　蛇と鷲が絡みあって戦っていた。蛇が鷲を搦
から
め取っているのを農夫が見て、蛇の蜷
と ぐ ろ
局
を解
ほど
いて、鷲を自由にしてやった。蛇はこれを怨んで、助けた男の盃に毒を注ぎこんだ。
農夫が何も知らずに飲もうとした瞬間、鷲が舞い降りて、農夫の手から酒器をはたき落
とした。
　善き行いをする人を感謝が待ちうける。
　喉の渇いた男たちのためにひとりが水を汲みに行ったという部分が省かれているため、
この物語から読者が何を読み取ったかが明瞭になっていると言える。主人公も死んではい
ない。やはり「毒入りミルクlac venenatum」とは微妙に焦点がずれているのである。こ
の話の類話は昔話として世界中に見られるものである。たとえば、シェルトン『チベット
の昔話』24「猟師を救った烏」（猟師が木の葉でコップを作って清流の水を飲もうとする
と、烏が飛んできてそのコップを叩き落とす。それが何度か繰り返されるので腹を立てた
猟師は烏を射殺してしまう。それでも不審に思った彼は清流をさかのぼり、それが毒蛇の
口から流れ出ており、あたりに鳥獣の死骸や白骨が散乱しているのを見る。ここでは報恩
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ではなく、純粋に烏の好意として語られている）。今一度言うと、これが「毒入りミルク
lac venenatum」の原型であると言われれば、そうかもしれないが、次のような話のほう
が原型としてふさわしいように思える。いずれも仏典で語られている話である。
　ある比丘が集落で乞食しての帰り、覆っていない鉢にトビの尿が落ちた。気づかず
に食べてしまった比丘は肺病になった。
　また、ある比丘が集落で乞食し、鉢を覆わぬまま帰途に就いた。鷲が蛇をくわえ
て飛んできて、鉢の上で蛇を落とし、それが鉢に入ってしまった。比丘は上半分を
棄てて下半分を食べたのだが、それでも死んでしまった。（五分律・巻27、大正蔵22、
180a）
　比丘尼が乞食の鉢を手に町を歩いていた。屋根の上に毒蛇がいて糞をし、それが鉢
に落ちた。比丘尼は気づかずに食べてしまい、毒にあたって死んだ。（十誦律・巻41、
５世紀前半漢訳。大正蔵23、297b~c）
　どちらも、その報告を受けた仏陀が、これからは鉢に蓋をしないさいと言ったという
ことになっている。現実によくあったことなのであろうと思われる。次のような話もある。
　外国に綿の木をたくさん植えている人がいた。時を過ごさずに採り入れをしないと
色が褪せてしまうので、その時になると大勢の人を雇い、昼夜の別なく仕事が続いて、
ほとんど休む暇もなかった。主人も雇い人といっしょに仕事をした。彼は肉の入った
吸い物が大好物であった。食事の時間が近づくと、吸い物が出来上がってきて、その
香りがあたりに広がった。そのとき一羽の老いたトビがその上空に飛んできて、爪で
糞をつかみとるや、それを吸い物の中に落として飛び去って行った。それに気づいた
料理人はすぐさまそれを取り除こうとしたが、あっと言う間に溶けてしまった。料理
人は、もう一度吸い物を作り直す時間はない、このまま出してしまおう、少しばかり
糞が入っていても味は変わらないだろう、おれが食わなければいいんだと思った。雇
い人たちがみんなやって来てすわり、腹ぺこだったので腹いっぱいに食べた。雇い人
のひとりが料理人を呼び、うまいからあんたも食え、と差し出した。糞が混ざってい
るのは分かっていたが、皆に知られてしまうのを恐れた料理人は、無理やりに呑み込
んでしまったので、味も何も分からなかった。（失訳『雑譬喩経』下巻25、成立年不明。
大正蔵４、508c~509a）
　この話では死人は出ていないが、やはり現実にありそうな話として記されている。もう
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ひとつ紹介しよう。支婁迦讖『雑譬喩経』８（２世紀後半頃漢訳。大正蔵４、500c）であ
るが、定方晟訳をお借りする。
　一本の大樹があり、その果実は二升瓶のようであった。その果実が熟して垂れ下がっ
ていた。烏が飛んできて上方の枝にとまった。果実が烏の頭上に落ちて烏を殺した。樹
神がこれをみて詩を唱えた。
　烏がきたのは死ぬためではない。果実が落ちたのは烏のためではない。
　果実が熟して烏が死ぬ。因縁が積り、そうさせたのである。
　この話では人の代わりに烏が、毒蛇の代わりに熟した巨大な果実が登場するが、言いた
いことは最後の詩にあるとおり、「因縁が積り、そうさせたのである」ということである。
因縁を運命に置き換えてよければ、これこそこの「毒入りミルクlac venenatum」を物語っ
た王子の言いたかったことなのである。人々が死んだ責任は誰にあるのかという王子の問
いに賢人たちは、主人にある、蛇にある、女中にある、鳥にあるとさまざまに意見を述べ
るが、王子は、彼らが命を失うことになったのは運命によって定められていたことに過ぎ
ないのだと言う。命を助けられた動物の報恩が問題なのではなく、運命の定めが問題なの
である。ここに引用してきた仏典からの物語のほうがアイリアノスの語る物語よりも「毒
入りミルクlac venenatum」の原型としてふさわしいと考える理由もそこにある。
　ソーマデーヴァ（11世紀）『屍鬼二十五話』13「バラモンを殺したのは誰か」と『王と
四人の大臣』「毒入りの食べ物の話」は仏典の話とよく似ていて、食べ物を布施してもらっ
たバラモンがそれを木の下に置いて手足を清めている間、木の上で毒蛇を食っている鳶が
いて、毒が食べ物に落ち、戻ってきてそれを食べたバラモンが死ぬという話である。
　年代は不明だが、ジャイナ教徒の物語集『カターコシャ』35「不死の果実をもたらした
鸚鵡の物語」には、鳶のくわえる毒蛇がマンゴーの実に毒をもたらし、その実を食べた宮
廷僧が死ぬというくだりがある。同じくジャイナ教徒ジナプラバの『ヴィヴィダティール
タカルパ』（1333年）30「夜叉カパルディンの物語」には、水を飲もうとしているときに
上空を毒蛇をくわえたハゲワシが飛んで毒がコップに落ち、それを見て俗世を捨てるとい
う記述がある。
　ここで取り上げた２種の話を同時に含む物語が、少数ではあるが存在することは注目に
値する。『蒙古族民間故事選』所収の「智慧鳥」がそれであり、『王と四人の大臣（アラケー
サ王物語）』もそれに近い物語である。
７）　「軽率な母親mater negligens」Ｐ－２
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　これは王子が語る第２話である。なぜこのたびのようなことが起こったのかという王の
問いに、王子が、若い者はとかく愚かなことをしでかすものであるし、楽しみに心を奪わ
れがちなものだと言って物語る。広本にしかない。次のような物語である。
　快楽に飢えた女が壺とロープを持って水を汲みに井戸に行く。腕には乳飲み子を抱
えている。井戸のそばにいる情夫を目にするや、女は期待に胸をふくらませ、無分別
の中に身を躍らせる。やがて仕事を思い出すが、頭がぼうっとしていたために壺と子
供を取り違え、子供の首にロープを巻きつけて井戸に降ろしてしまう。子供が泣き喚
いても女の耳には聞こえない。子供は通りがかりの人たちによって救い出される。
　この物語の原型も仏典に求めることができる。『出曜経』巻４の冒頭（紀元前後。竺仏念訳、
400年頃か。大正蔵４、627a）から紹介しよう。仏陀が祇樹給孤独園にいたとき、阿難と
ともに舎衛城で乞食をした帰りに遭遇したこととして記されている。
　女がひとり、子供を抱え、瓶を持ち、井戸に行って水を汲んでいた。ハンサムな男
がひとり井戸端にすわり、瑟
おおごと
を弾いて楽しんでいた。女は欲望を抱いて男に夢中にな
り、男もその気になった。女はボーっとして縄を子供の首に結ぶと井戸に放り込んだ。
しばらくして戻って来て引き上げたが、子供はすでに死んでいた。
　これを受けて仏陀が食後比丘たちに、朝方こんなことを見たと言って、上と同じことを
もう一度語る。これとほぼ同じ話が『根本説一切有部毘奈耶薬事』巻７（大正蔵24、30b）
にもある。こちらは仏陀が莫
ま か だ い ば り ん
訶堤婆林にいたとき、阿難陀に向かって阿
あ の く
耨の井戸に行こう
と言ったときの話になっている。
　井戸のそばまで行くと、一人の女が釣瓶と縄を持って、水を汲もうとしているのが
見えた。女は男と談笑している。途中で会った二人は互いに愛着を感じ、笑い興じな
がら井戸端までやって来たのだ。女は幼い子供を連れていたが、男を見つめながら水
を汲もうとして、誤って子供の首に縄を結んで井戸に放り込んだので、子供は死んで
しまった。
　どちらの場合も男は行きずりの男であって情夫ではなく、子供は亡くなってしまうが、
これが原型であることに異論はないであろう。『出曜経』からの話は『経律異相』巻45・
14「女人心縁丈夫誤繫児入井」（大正蔵53、237c）にあり、それをＥ・シャヴァンヌがフ
ランス語に訳している（Chavannes, No. 478）が、「シンドバード物語」との係わりには
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触れていない。『出曜経』の話はいずれも道世編（668年没）の『法苑珠林』巻21（大正蔵
53、444a）と『諸経要集』巻７（大正蔵54、59c）にも見られる。
８）　「狐vulpes」Ｃ－７
　これは愛妾が語る第７の物語である。愛妾の罪が明らかになり、どう罰すればいいかを
問われた７人の大臣たちがそれぞれに、両手両足を斬り落とせ、生きたまま心臓をえぐり
出せ、舌を切り取れなどと助言するのを聞いた愛妾が、今わたしが置かれている状況はあ
る狐に似ていると言って物語る。ペルシア語版から要約しよう。
　狐が毎晩のように靴屋に忍び込んでは皮を食い荒らしている。困った靴屋は意を決
して、ある晩、狐が通り抜ける城壁の穴で待ち伏せし、狐が入ったあとで穴をふさい
でしまってから店に戻り、棒で狐を叩く。逃げるか死ぬかのどちらかだと思った狐は
一目散に逃げ出すが、穴がふさがれていて城壁の外に出られず、そこで死んだ振りを
する。追って来た靴屋は散々に叩いた末、やっと死んだと思って帰る。狐は城門が開
くまでそのまま死んだ振りを続けることにする。一番鶏が鳴くと人々が家から出てく
る。狐を見つけた一人が、狐の舌を持っていると犬に吠えられないそうだと言って舌
を切り取っていく。狐は苦痛に耐える。別の人がやって来て、狐の尻尾で上等なブラ
シを作れると言って尻尾を切っていく。狐は歯を食いしばって耐える。また別の人が、
狐の耳を揺りかごにぶら下げておくと泣いている赤ん坊が泣きやむと言って、耳を切
り落とす。狐は耐える。さらに別の人が、狐の歯を身につけていると歯の痛みを和ら
げてくれると言って、石で歯を折り取っていく。狐は苦しみをこらえる。また別の人が、
狐の心臓を焼いて食えば内臓の病気を治せるらしいと言って、ナイフを取り出す。こ
れでは死んでしまうと思った狐は、そのとき開いた城門を通って大急ぎで逃げていく。
　この物語は広本であるペルシア語版のほか、小本ではギリシア語版（愛妾が語る第６話。
皮なめし工の家に入り、皮を食い散らかす。尻尾は粉ひき場で使うため、耳は子供に持た
せて泣かないようにするため、歯は痛む歯の上に置いて痛みを和らげるため、心臓は万能
薬として）、２種類のヘブライ語版（愛妾の語る第６話また第７話。雄鶏を盗みに町に入
り、気づいた住民が門を閉ざす。尻尾は掃除用、歯は子供の首にかけてやるため、心臓の
用途は書かれていない）、アラビア語版（『アラビアン・ナイト』ブレスラウ版。愛妾の語
る第９話。城壁を越えて忍び込み、皮屋の倉庫に入る。皮屋が殴りつけて気を失った狐を
城門のそばに捨てる。目を子供の首にぶら下げると泣かない、尻尾を気に入った子供、胆
嚢は弱った目に効く）にも含まれている。この物語の原型はＷ・Ａ・クラウストンによれ
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ば、スタニスラス・ジュリアン『アヴァダーナ』23「用心深い山犬」（Julien, No. 23）で
ある。これは『大智度論』巻14（大正蔵25、162c~163a）にある物語のことである。『大
智度論の物語』から三枝充悳訳を借用する。
　　　　　　145　野干の話
　野干〔狐の一種〕は林の木のあいだにあり、獅子および多くの虎や豹のあとについ
ていって、その残された肉を求めることにより、それでみずから活きて行きました。
あるとき、餌がなくなり、すっかり空腹になってしまい、夜なかに城をこえて、深く
ひとの家に入って行きました。肉を求めても得られず、屏のようなところに眠って休
んでいると、目がさめないうちに夜が明けてしまって、びくびくしておそろしいこと
が計られないほどでした。そこで走っていけばみずから逃げられないことが心配であ
るし、とどまっていれば死の痛みをびくびくおそれました。そこでみずから決心して、
いつわって死んだふりをして、地にへばりついていました。
　そこへ大勢のひとがやってきて、それを見て、あるひとりがいいました、「私は野
干の耳をとって使おう。」即座にそれを切りとりました。野干はみずから心に考えま
した、「耳を切られるのはたしかに痛いけれど、ただこの身体が残ってあるようにさ
せたほうがよい。」次にあるひとりがいいました、「私は野干の尾をとって使おう。」
即座にそれを切り去りました。野干はまた心に思いました、「尾を切られるのはたし
かに痛いけれども、それでもなおまだこれは小さなことだ。」次にあるひとりがいい
ました、「私は野干の牙をとって使おう。」野干は心に思いました、「取るものがだん
だんと多くなってくる。もしも自分の頭を切り取られたならば、活きて行く路はもう
ない。」そこですぐ地より起きて、その智力をふるいたたせ、そのあいだのしきりの
小径をとびあがって通り抜けて、みずから救われることができました。
　ヨーロッパへはギリシア語版あるいはヘブライ語版を通じて伝播したものと思われる。
『大智度論』の物語を要約したと思われるものが智顗（６世紀後半）『摩訶止観』巻４上（大
正蔵46、40a）にあり、それを源信『往生要集』（985年）「大文第一・第五・三無常」が「譬
へば、野干の、耳と尾と牙とを失はんに、詐り眠りて脱れんと望めども、忽ち頭を断たん
といふを聞いて、心大いに驚き怖るるが如し」（石田瑞麿訳、岩波文庫、2008）と引用し
ている。『注好選』（11世紀後半か12世紀初め）下「野干は詐り死して免れむと欲ふ第九」
は道で草の根を掘って、そこから出てくる虫類を食っていた野干が、４人の人が近づいて
くるのに気づいて、ここで逃げたら殺されるから死んだ振りをしようと思うというように
不自然な変更があるが、いろいろと切り取るのはこの４人である。４人目が首を切ろうと
いうのを聞いて野干は逃げ出すが、逃げ切れずに捕まって殺されてしまう。
　「狐vulpes」には切り取った部分の用途が書かれているが、その他に尻尾は蝿を追い払
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うために利用されたり（ラブレー『パンタグリュエル・第二の書』第15章）、生き胆から
疱瘡の薬が作られたりする（日野巌『動物妖怪譚』「各論三17　狐」中公文庫、2006）。
　この物語に先だって、愛妾にどのような罰を下すべきかと諮問された大臣たちが、両手
両足を斬り落とせ、いや舌を切り取れ、心臓をえぐり出せなどとあれこれ進言する場面に
も原型がある。父長寿王を殺した敵王に仕え、好機に殺害を思いとどまった長生太子をど
う罰するかと問われた家臣たちがこうしろ、ああしろと進言するもので、『中阿含経』巻
17（大正蔵１、535b）、『増一阿含経』巻16（紀元前３世紀頃～紀元後３世紀頃。４世紀末
頃漢訳。大正蔵２、628b）、『四分律』巻43（５世紀前半漢訳。大正蔵22、882a~b）、『五分律』
巻24（５世紀前半漢訳。大正蔵22、159c）などに見られる。その他、『ジャータカ』543「ブー
リダッタ竜王前生物語」と『六度集経』50「盤達龍王経」（大正蔵３、28c）には、子供を
恐がらせた亀をどう罰すればいいかという場面に、『太子須大拏経』（４世紀漢訳。大正蔵
３、419c~420a）では敵国の道士に常勝の象を施してしまった太子をどう罰すればいいか
という場面に、『生経』11「仏説五仙人経」（竺法護訳、285年没。大正蔵３、77c）では長
じて王になるとバラモンの予言した子が王になり、新王に重用されるようになったバラモ
ンが重臣たちを軽蔑して反感を買い、重臣たちがバラモンを罰するようにとあれこれ進言
する場面に見られる。進言の内容はいろいろですでに記したもののほか、生きながら焼け、
煮殺せ、あつものにしろ、臼でつき殺せなどがある。そうした処刑方法は実際にもあった
ようで、仏典にも各所に見られるほか、少し新しいが13世紀のアッタール『イスラーム神
秘主義聖者列伝』「ホセイン・マンスール・ハッラージ」にも見られる。
９）　「宿命fatum」Ｓ－４
　これはシンドバードが語る第４話である。王子が愛妾の処分を決めたあと王がシンド
バードに、誰に礼を言えばいいのか、そなたにか、それとも息子にかと問うと、シンドバー
ドは、神に感謝しなければいけない、神の与える運命に逆らえる者はいないのだからと答
えて語る物語である。小本ではギリシア語版にしかない。ペルシア語版の話はこうである。
　カシュミールの辺境の王に有能な大臣がおり、大臣に息子が生まれる。王がその子
の運命を占わせると、占星術師たちは、男の子は長生きをし、国家を支える才能を持
つことになるが、15歳のときに父親の家の何かを、その許可なしに独り占めするであ
ろうと言う。王はその奇妙な占いに驚くが、時を待つことにする。やがて大臣は息子
に教育係を付け、大臣職とは何かや、作法、コーラン、問題が起きたときの対処の仕
方等を教える。息子が15歳になったとき、父は息子に、王のもとに連れて行ってやる
から、お前の才能を示せと言う。王には敬意を示さなければならないと思った息子は
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庭師にハンカチを与えて花束を作らせる。父は黙ってそれを見ている。大臣の息子に
会って満足した王が大臣に予言のことを問うと、大臣は何が起こったのかを語る。びっ
くりした王は、天命は人間から離れることはない、運命と闘うことはできないのだと言う。
　ギリシア語版では予言の内容は、13歳のときに盗みを働くというものであるが、15歳に
なったとき父親が息子を王のもとに連れて行ってやる、予言は偽りであったと示すのだと
言うと、息子は何か贈り物をしなければと考える。前夜、彼は王宮に忍び込み、王の寝室
から高価な布を盗み、それを売った金で香料を買う。侵入者に気づいた王はその大胆さに
怯えてじっとしている。当日、若者を見た王は、それが昨夜の盗賊であったことに気づく
というふうになっている。庭の花を独り占めにして花束を作るなどというモチーフでは物
足りないと考えた上での書き替えであろうか。東洋においては王に謁見するとき、贈り物
を持参するのが礼儀にかなっていたようである。王ではないが「神の人」を訪ねるときに
手土産を持参すべきだという話が『サムエル記上』９・７に見える。
　この物語に関してはまだ原型と呼べるものは発見されておらず、よく似たモチーフを持
つ物語を指摘できるにすぎない。『大荘厳論経』35「輔相子王宮を犯し灰水を飲みて頓悟
する縁」（大正蔵４、290a~c）がそれである。要約しよう。
　ある国の大臣に息子がいたが、父は早くに亡くなり、財産も尽き、王に面会するつ
てもない。苦労して成長し、大臣としての才能を身につけ、勇猛大力となる。貧しい
わが身を思い、王の寝室に侵入する。王は気づくが恐れて沈黙している。王の服や装
飾品をひとまとめにしたあと喉の渇きを覚え、王の枕元に置いてあった水に、やはり
枕元にあった灰を、小麦粉だと勘違いして水に混ぜて飲む。そのとき灰であったと気
づき、灰すら飲むことができる、ならば草を食らおう、盗みなどやめだと悟り、とり
まとめたものをそのままにして帰る。王はそれを見て「いいことだ」と思い、翌日、
男を呼んで理由を尋ねる。訳を知った王は彼を大臣に取り立てる。
　この物語には生まれた息子の将来を占い予言し、それが実現するというモチーフも、王
に謁見するというモチーフもないが、大臣の息子が王宮に盗みに入るというモチーフは同
じである。予言の実現をモチーフとする話は数え切れないほどあるので、上の話にそのモ
チーフを採り入れて、どこかで「宿命fatum」に発展・成立したと考えることはできよう。
10）　「ヤツガシラupupa」Ｓ－５
　これはシンドバードが語る第５話である。前話に引き続き、悪徳と美徳をいくら区別で
きても、善悪をいくら認めることができても、人はしょせん無知で愚かであると言って物
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語る。広本にしかない。次のような物語である。
　カーブルの町の近くに難問を解くことができるヤツガシラがおり、ある苦行者と友
だちになって、そのそばで暮している。ある日、苦行者が外出しようとしたとき、子
供たちが罠を仕掛けている近くにヤツガシラがいたので、あの罠は君のために仕掛け
られているのだから注意しろ、と言って出掛ける。ヤツガシラが罠にかからないので、
子供たちは網を片づけてどこかへ行ってしまう。落ちている穀粒をついばんでやろう
と降りて来たヤツガシラは、残されていた紐にからまって飛び立てなくなり、自分の
運命を受け入れる。そこへ友だちの苦行者が戻ってきて、ヤツガシラを助けてやり、
忠告を蔑ろにするからこういう目に遭うのだと言う。ヤツガシラは自分の過ちを認め、
運命には逆らえないし、神意から逃れることはできないのだと言う。
　これもよく似た物語を指摘できるにとどまる。『根本説一切有部苾芻尼毘奈耶』巻19（義
浄訳、710年。大正蔵23、1010b）に語られる物語である。要約で記す。
　昔、大鸜
く
鵒
よく
鳥がおり、道端で烏
う
麻
ま
車が転倒したのを見て他の鸜鵒鳥がそれを食おう
としたとき、大鸜鵒鳥が、「間もなく日が暮れるから、車や馬車や家畜どもがやって
きて、お前たちを踏み殺してしまうぞ」と注意する。それを聞き入れて他の鳥たちは
飛び去る。夜、大鸜鵒鳥は烏麻を食いに舞い降り、車にひかれて死ぬ。
　ここには子供たちの仕かける罠は出てこないし、他の鳥たちに注意をした鳥は死んでし
まうが、状況は「ヤツガシラupupa」と似ていると言えよう。これとほぼ同じ話が『ジャー
タカ』115「他に警告を与えた鳥前生物語」で、大道路で車から落ちた米や豆を食べてい
た鳥が、他の鳥には食べさせまいとして、大道路には象や馬や車が通るから危険だと注意
するが、あるとき、大道路を歩き回っていたとき油断して、猛スピードで近づいてきた車
にひき殺されてしまうという話である。
　罠が出てくる話をひとつ記しておく。『イソップ寓話集』193である。中務哲郎訳で引用
させていただく。
　　　　　　193　猟師と雲雀
　猟師が鳥の罠を仕掛けていた。雲雀がこれを見つけ、何をしているのかと尋ねたと
ころ、町を造っていると答えて少し身を引いたので、その言葉を信じて寄って行き、
餌を口にするなり、うかうかと網にかかってしまった。猟師が駆け寄り、ひっ捕
つか
んだ
が、雲雀の言うには、
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「こんな町ばかり造るようなら、住民はたんとは来てくれないぞ」
　上に立つ者が過酷になると、その時こそ、家も町も人が去る、ということをこの話
は説き明かしている。
　説き明かしの適否はともかくも、仏典に由来する物語とイソップ寓話に由来する物語の
出会いが「ヤツガシラupupa」を産んだと見ていいのであろう。罠のモチーフを取り込ん
で成立した話としては「ヤツガシラupupa」が今のところ最も古いと言える。このすぐあ
とに『マルズバーン・ナーメ』５・２「親切な男とヤツガシラ」という物語が続く。鳥の
言葉を修得した男がヤツガシラと友だちになり、鳥が塀の上にとまっているのを見て、そ
こは運命が待ち伏せしている場所だから気をつけろと言う。ヤツガシラは、少年がおれを
捕まえようと罠をしかけているが、無駄なことだと思い知らせてやるのだと答える。男は、
注意するのが義務だと思ったから言ったまでだと言って去るが、帰りには少年がヤツガシ
ラを捕まえているのを目にする。鳥は、空腹が叡智の目を覆ってしまったのだと言う。男
は少年に２ディルハム与え、ヤツガシラを自由にするという話である。『マルズバーン・ナー
メ』は13世紀のペルシア語で伝わる物語集であるが、原典は10世紀頃に書かれたものであ
ろうとされている。古くから伝承されている物語を書き留めた可能性もある。これは「ヤ
ツガシラupupa」とまったく同じ物語と言っていいであろう。主人公にヤツガシラが選ば
れた理由はアッタール『鳥の言葉』（12世紀。黒柳恒男訳、平凡社東洋文庫、2012）がヒ
ントになる。ヤツガシラはソロモン王の秘密に通じるに至った賢者なのである。
　その後この物語は多少改変されて『アラビアン・ナイト』152夜「孔雀とスズメとの物語」
（スズメが巣の近くに張られた網に鶴の夫婦がかかるのを見て、用心に心がけるが、２羽
のスズメが争っているのを見て仲裁に入ったときに、猟師が投げた網にかかってしまう。
いくら用心しても運命の手を逃れることはできないのだとつぶやく）やサアディー『果樹
園』５・８「とびとはげ鷹」（13世紀。禿鷹が鳶に、おれより遠くが見える者はいないと
自慢し、荒野に一粒の小麦が落ちていると言う。禿鷹が穀粒に近づいたとき、長い縄が足
に絡みつく。鳶が、敵の罠も見えなかったのに穀粒が見えて何の得があったのかと言うと、
首を縛られた禿鷹は、運命に対しては用心は何の役にも立たないのだと言う）になっていく。
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